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ターゲットとする地震
県は、地震被害想定調査結果と国の地震調査委員会の長期
評価等を勘案し、以下の地震を主なターゲットとし、今後地
震防災対策を進めます。

●海溝型：東南海・南海地震同時発生

●内陸型：奈良盆地東縁断層帯、

中央構造線断層帯、

生駒断層帯

※ 市町村は、海溝型地震については東南海・南海地震同
時発生の場合を、内陸型地震については当該市町村で被害
が最大となる地震をターゲットとし、今後地震防災対策を進
めます。
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海溝型地震と内陸型地震の
発生確率と被害規模との関係イメージ図
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林が個人的に心配する奈良県の５つの課題

• 連発か？同時か？を周知する
– 宝永型、安政型、昭和型か

• 奈良盆地の住宅連担地域の液状化被害
– 都市住民の一部損害対策

• 南部山間地域の孤立対策
– 新潟県中越地震の中山間地対策

• 「古都奈良」独自の対策：観光客・文化財
– 年間2600万人訪れる観光客をどうさばく
– 文化財を地震火災からどう守る

• 総合的な復興を進めるための復興事業の遂行・調整
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東海地震南海地震
南海・東海地震発生
の時間差と防災課題

• 宝永型 ・・・・ 同時

– 「強いゆれ」：
– 大きな津波被害
– 広域被害

• 安政型 ・・・・ 32時間
– 応急対応能力の払底
– 二次災害の増大

• 昭和型 ・・・・ 2年間
– 復興努力のご破算
– 復興不能
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地盤の液状化による被害
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DATS：Damage Assessment Total Support system

人材訓練

調査実施

DB構築

り災証明発行

被災者台帳

・・・・・生活再建のための諸策

PTS：
Personnel Training Support

人材養成支援IPS：
Inspection Process Support

調査合理化支援
DMS：
Data Management Support

データ管理支援
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家屋被害認定業務の支援活動 [新潟県小千谷市]
－Damage Assessment Training System (DATS)の導入－

• DATSの導入背景
– 市の方針として市内約2万
棟の悉皆調査の実施を決
定．

– 被害認定調査は小千谷市
税務課が担当．

– 家屋被害認定業務に関わ
るマニュアルなどの整備
が十分ではない．

– 基本的には税務課員で対
応。動員可能な人材も保
育士や県職員など．

– 税務課員のような非専門
家では内閣府による判定
方法を早急に理解するこ
とができない． 非専門家で対応せざるをえない状況が発生
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全ての被災者対応についての「対応記録＜実施の有無＞・相談内容記録」（ログ）
を残すことが可能なシステムとする必要がある。

り災証明発行支援データベース

り災者台帳

「り災台帳」に基づく被災者支援
１）義援金の配布（？？課）
２）災害援護資金貸付（？？課）
＜都市開発課＞
２）応急仮設住宅の入居＜参考データ＞
３）応急修理の認定
４）生活再建支援法の認定
＜市民生活課＞

５）瓦礫の運搬・処理
６）国民健康保険等の減免
＜税務課＞
７）り災証明の発行
８）税の減免
＜高齢福祉課＞
８）介護保険の減免
９）在宅支援高齢者の施設への一時入居
＜建設課＞
９）公営住宅家賃の減免
＜企画財政課？＞
１０）復興計画策定の基礎データ
その他

被災者相談センター（市民ホール）
での被災者対応用の端末として利用
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判定基準の視覚化

判定ポイント，手順の標準化

判定根拠の数値化

非専門家による実施を考慮した
調査票の活用と訓練の実施
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被害認定調査のための被災度判定チャート
（判定基準の視覚化）
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まず、
被災度判定
チャート
を使用する

判断に迷ったら
判定チェック
シートを使用する

とくに屋根、壁、基礎に着目し
て被害なければ、
「無被害」

どこか潰れている階があれば、
「層破壊」

家が傾いているところが有れば、
「全壊」

基礎が向こう側が見えるくらい
割れていて、陥没や沈下がかく
にんできれば、
「全壊」

ここでの着目ポイントは壁と屋
根だけになります。
写真に写っている屋根の部分の
うち何％に被害があるのかを判
断してください。
壁についても同様です。

被害がある？

層破壊発生？

基礎が破壊している？

屋根・壁それぞれの損傷
度をチェックシートで点
数化し最終判断する
傾斜がない場合：①へ
傾斜がある場合：②へ

無被害

層破壊

全壊

一部損壊

有

無

発生

無

有（建物がゆがんでいる）

半壊

1 ～19点，もしくは何らかの被害があった場合

全壊
50点～

20～39点

大規模半壊
40～49点

傾斜の有無？
全壊

無

有

無半壊

1/20以上
（1mの下振りで5cm以上）

1/60～1/20未満
（1mの下振りで1.5～5cm未満）屋根・壁にも

損傷があり大規模半壊以上
（計40点以上）になる場合

スタート

判定の流れと視点の移し方（判定手順の標準化）
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－ 判定チェックシート－

（判定根拠の数値化）

屋
根

屋根として機能していな
い部分（損傷部分）の屋
根全体に対する割合）

損傷の具体的様子
損傷
点数

0％ 被害は確認できない 0

20％を超え30％以下 棟や軒先にずれやはがれが著しく、葺材（瓦など）の一部に落
下が見られるもの

4

30％を超え60％以下 棟や軒先にずれやはがれが著しく、葺材（瓦など）の落下が各
所にかなり見られるもの

7

60％を超える 屋根全体の変形と葺材（瓦など）の落下が著しく見られるもの 12

0％を超え10％以下 1
棟や軒先にずれやはがれが見られるもの

10％を超え20％以下 2

壁として機能していない
部分（損傷部分）の壁全
体に対する割合）

損傷の具体的様子
損傷
点数

0％ 被害は確認できない 0

20％を超え30％以下 ひびわれや剥落がかなり見られるもの 21

30％を超え60％以下 ひびわれや剥落が著しく見られるもの 38

60％を超える ひびわれや剥落が全面的に見られるもの 68

0％を超え10％以下 4
ひびわれや剥落が見られるもの

10％を超え20％以下 13

総合点を
算定する

総合点=
屋根＋壁壁

（基
礎
被
害
は
壁
に
含
め
る
）
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人材訓練

調査実施

DB構築

り災証明発行

被災者台帳

・・・・・生活再建のための諸策

IPS：Inspection Process Support

• Arc Padを使った調査結
果の現場でのデジタル
入力

• SEK-I（Self-
Evaluation Kit for 
Inspectors）を使った
建物の傾斜測定
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Arc Padによる調査データのデジタル入力
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人材訓練

調査実施

DB構築

り災証明発行

被災者台帳

・・・・・生活再建のための諸策

DMS：Data Management Support

•• 罹災証明発行業務を罹災証明発行業務を
効率化し、一連の業効率化し、一連の業
務内容をデータベー務内容をデータベー
ス化する（業務内容ス化する（業務内容
の管理等）の管理等）

•• 罹災証明発行の基と罹災証明発行の基と
なっている被災度判なっている被災度判
定結果を分かりやす定結果を分かりやす
い形で申請者に提示い形で申請者に提示

•• データベースを他のデータベースを他の
復興支援関連業務の復興支援関連業務の
ために拡張できる形ために拡張できる形
に残すに残す
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被災者台帳の構築手法の確立

Field

PTS：

基図
＋

表札データ
課税台帳

被災者台帳

デジタル
写真

調査用紙

写真
DB

調査結果

住基

PDA
による
現場入力

IPS
DMS

地元の DB

住基番号
(個人l)

課税番号
(区画)

New ID
(世帯)

全国展開可能なシステム

RDB Key
(単位)
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被災度判定調査結果の表示
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被災度判定調査結果の表示
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二次調査スケジューリング
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罹災証明書発行
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会場風景（サンプラザ）
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Front Stage Back Stage
申請者 対応者

申請者の流れの
コントロール

申請書類の流れの
コントロール

申請者と対応者の
相互作用の
コントロール

空間設計
群衆制御

顧客対応
マニュアル

TOC理論
による
作業管理
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り災証明書発行会場内の空間設計：
レイアウト
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整理券発行

申請用紙交付

申請用紙記入

①申請書提出

被害結果の検索・記入

② 証明書（仮）交付窓口

③窓口：
押印・連番

りさい証明交付

④不明検索窓口

⑤相談

２次調査日程交付

会場内

再調査

会場外

調査結果
あり

調査結果あり

調査結果なし
or建物が見つからない

調査結果
なし

納得できる

納得できない

納得する

納得できない
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整理券配布

申請書配布

処理済午後の受付開始に整理
券を多量に配布し、シス
テムに急激に負荷がか
かり、ボトルネックが顕在
化する。

再検索がボトルネックである
ことが判明し、本人確認の窓
口を６→５、検索４→３、再建
策3→５に配置換えすることで
ボトルネックが解消される。そ
の後システムは安定する。

15時までの平均処理量は
30分で40件、16時以降は
30分で60件の処理能力を
持つ。

11月21日発行初日の実績
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小千谷プロジェクトの3つの側面

• リ災証明用の建物被害調査方式を確立した

• 被災者台帳構築の方法論を確立した

• リ災証明発行業務の標準手続きを確立した

→業務遂行にとって必要で、業務負担を減らすこと
ができる情報を確実に処理できるシステムの構
築



2005.03.12
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南部ほど震度は強い

新潟県中越地震の時の
被災地と同じようなゆれ

新潟県中越地震の被災地
と同じような中山間地被害

新潟県中越地震の被災地
と同じような問題

集落孤立・集団疎開
集団移転
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火災による被害
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1995 阪神淡路大震災
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総合的な復興のモデル

生
活
再
建

財源

支援主体
業務担当
組織

-補助金
-融資
-税の減免

-社会基盤整備
-規制変更
-技術支援
-新産業創造

経
済
再
建

-資金援助
-住宅再建支援
-心のケア

直接的
アプローチ

直接的
アプローチ

間接的
アプローチ
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高齢・少子社会：社会環境の変化
労働人口減少・技術革新・国際化・女性の社会進出
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地域の防災力
= 市民の防災力+公的機関の防災力

• 市民の防災力
– 自助
– 共助
– 自助力の向上のないところに共助は生まれない

• 公的機関の防災力
– 公助
– Safety Netの提供
– 自助力を育む環境・システムの提供
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地域の防災力を
上手に“コンディショニング”する

• 与えられた時間をどういかすか
• 2020年から2040年の間に地域の防災力がピーク
を迎えるようにするにはどうすればいいのか

• 完全に被害を防ぐことは出来ない
• 被害を最小限にするための優先付け

– 被害を出してはいけないもの、やむをえないもの
– 最初の10年やるべきこと、次の10年でやるべきこと
– 22世紀に向けてやるべきことは何か
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30年の視野に立ち、奈良県全体と
して何をなすべきかを考えた戦略

を持つ必要性

時間を味方につける
通常業務を味方につける
県民を味方につける
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長期アクションプログラム
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中期アクションプログラム
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長期アクションプログラム
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現状
分析

解決
策

公助 共助 自助 短期 中期 長期

Ⅰ

Ｈ18
予算
措置

事業期間
重要
項目

新規
項目

夏期
討論

数値
目標

担当部
局・課
（室）

課題検討 役割分担
施策の
柱

施策項
目

アクショ
ン目標

アク
ション
項目

奈良県地震防災対策アクションプログラム 【施策体系図】
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